
長男の表情がうまく撮れたの
で投稿しました。長女のくるみ
ちゃんの写真は次回に投稿した
いと思います。

父・信吾さん、母・晴美さん
（等々力）

野球を初めたお兄ちゃん。お
兄ちゃんのことが大好きな寛太
もまねして野球の練習。２人と
もがんばってね。

父・猛さん、母・里絵さん
（上塩後）

顔をくしゃくしゃにしてみん
なを笑わせてくれる優絵。笑顔
いっぱいの優しい女の子になっ
てね♪

父・祐樹さん、母・千絵さん
（上於曽）

いつもにぎやかな３人だけど、
そのまま、まっすぐ素直で優し
い子に育ってね。

父・友裕さん、母・千佳さん
（初鹿野）

我が家のムードメーカーです。
明るい笑顔と頑張る姿に元気を
もらっています。いつもありが
とね。

父・嘉明さん、母・由美さん
（上塩後）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
21
年
11
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所
総
務
企
画
部

政
策
秘
書
課

広
聴
・
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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２人の仲良しの姿は、父と母を
幸せにしてくれます。ありがとう。
大きくなっても、周りの人に幸せ
をあげられる人になってね。

父・透さん、母・美沙さん
（赤尾）

草野
くさの

友哉
ゆうや

くん(７歳) 桃花
ももか

ちゃん(３歳)

実優
みゆ

ちゃん(６ヶ月)

武井
たけい

優絵
ゆえ

ちゃん

(１１ヶ月）

望月
もちづき

煌生
こうせい

くん

(３歳）

相馬
そうま

和弥
かずひろ

くん(８歳)

寛太
かんた

くん(２歳）

幡野
はたの

稜
りょう

くん

(１０歳）

数野
かずの

大吾
だいご

くん(６歳) 幸丞
こうすけ

くん(１０ヶ月)





こどもフェスタへ
行ってみよう！

子
育
て
は
親
の
潜
在
能
力

「
こ
う
し
て
欲
し
い
の
に
」「
ど

う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
」

「
周
り
の
子
ど
も
達
と
違
う
」
な

ど
、
子
ど
も
が
、
自
分
の
思
い
通

り
に
動
い
て
く
れ
な
い
と
思
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

悩
め
ば
悩
む
ほ
ど
、
気
が
重
く

な
っ
て
し
ま
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た

子
ど
も
の
行
動
に
注
意
を
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
子
ど
も
の
足
り

な
い
と
こ
ろ
ば
か
り
を
見
つ
け
て

は
、
わ
が
子
の
将
来
に
つ
い
て
不

安
を
感
じ
る
親
の
話
を
良
く
聞
き

ま
す
。

で
も
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
逆
の

考
え
で
は
な
い
で
す
か
。
子
ど
も

は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
不

安
そ
う
な
表
情
を
敏
感
に
感
じ
と

り
、
子
ど
も
自
身
が
心
配
な
表
情

や
表
現
で
気
に
な
る
行
動
を
と
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
は
親
の
鏡
と
言
わ
れ
ま
す
。

周
り
の
大
人
が
笑
顔
で
い
れ
ば
、

子
ど
も
の
目
に
映
る
日
常
も
楽
し

い
も
の
に
な
る
の
で
は
・
・
・
。

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

親
で
あ
る
私
達
は
み
ん
な
、
親

に
育
て
ら
れ
、
大
人
へ
と
成
長
を

し
て
き
ま
し
た
。
成
長
す
る
な
か

で
人
は
、
小
学
校
、
中
学
校
に
な

る
こ
ろ
に
は
、
自
身
が
か
つ
て
お

母
さ
ん
の
お
乳
で
成
長
し
て
き
た

こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
時
が
経
ち
結
婚
し
て
、

夫
婦
で
と
も
に
人
生
を
歩
み
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
て
親
に
な
り
、
初

め
て
の
子
育
て
を
経
験
し
ま
す
。

子
ど
も
に
お
乳
を
与
え
、
オ
ム

ツ
を
交
換
す
る
な
ど
、
日
常
の
当

た
り
前
の
子
育
て
生
活
を
過
ご
す

こ
と
で
、
自
分
の
か
つ
て
の
姿
を

思
い
出
し
、
自
分
の
親
の
想
い
を

初
め
て
理
解
し
、
感
謝
の
気
持
ち

が
現
れ
て
き
ま
す
。

皆
さ
ん
が
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
育

て
て
い
る
子
ど
も
達
も
、
将
来
は

親
と
な
り
、
今
の
皆
さ
ん
と
同
じ

悩
み
や
体
験
を
し
ま
す
。

新
米
パ
パ
や
マ
マ
が
楽
し

く
集
う
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
こ
ど

も
フ
ェ
ス
タ
。
毎
年
、
新
米
パ
パ

と
マ
マ
、
そ
し
て
子
ど
も
が
あ
ふ

れ
る
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
へ
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
声
を
揃
え
て
「
子
育
て

っ
て
楽
し
い
で
す
よ
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
と
い

っ
し
ょ
に
過
ご
す
日
常
に
あ
る
そ

う
で
す
。

大
き
な
泣
き
声
を
出
し
て
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
瞬
間
、
よ
ち
よ
ち

歩
き
で
親
の
場
所
ま
で
来
た
時
、

泣
い
て
い
る
時
に
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
の
声
か
け
で
笑
顔
に
な
っ

た
瞬
間
な
ど
、
子
ど
も
が
少
し
ず

つ
成
長
し
た
姿
に
感
動
し
て
、
そ

の
度
に
子
育
て
が
楽
し
く
な
る
か

ら
で
す
。

子
ど
も
の
何
気
な
い
行
動
を
見

て
下
さ
い
。
少
し
ず
つ
の
成
長
か

ら
子
育
て
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
、
子
育
て
の
楽
し
さ
を
教

え
て
く
れ
た
り
、
悩
み
や
相
談
が

で
き
る
、
ま
た
親
子
で
新
し
い
友

達
が
つ
く
れ
る
「
こ
ど
も
フ
ェ
ス

タ
」
へ
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

近年、少子化や核家族化の進行、地域社会の変
化など、子どもや子育てを取り巻く環境が大きく変化をしていま
す。また、家庭や地域における子育てに関する意識の低下、子育
て奮闘中の親の孤独感や不安感などから、子どもの健やかな成長
が難しいとも言われています。そこで今月の広報では、子どもの
性格や行動、子育ての楽しさを紹介するとともに、同じ悩みを抱
えている仲間と交流できる、こどもフェスタを紹介します。

新
米
パ
パ
と
新
米
マ
マ

子育てって楽しいですよ。

新

交
流

し
い

が
始
ま
る

2平成21年11月



◆お問合せ先　甲州こどもフェスタ実行委員会事務局　子育て対策課　　☎３２‐５０８１

3 広報こうしゅう



★こまめに歩くことで、お腹まわりのサイズが減り

ました。持病の腰痛も不思議と改善されました。今

回のウォーキングを機会として今後も続けていきた

いです。（２５歳　男性）

★自分や家族からの「一歩」が大事だと思い、主人

を誘って参加しました。二人で「今日はどのくらい

歩いた…」など会話も多くなり、楽しみながら歩く

ことができたと思います。（５４歳　女性）

★職場が近いこともあり、通勤を自転車から徒歩に

し、子供も一緒に保育園まで歩き、保育園までの途

中、空や雲、水溜りの水、霜柱の様子など話をしな

がら歩きました。親子のコミュニケーションの場と

しても良かったです。（４１歳　男性）

どこへ行くにも、
すぐに車に乗ってしまう私たち。

そのせいか、市民の一日の歩数が
全国平均を大幅に下回り、歩行不足の状態
になっています。

そこで、楽しみながら歩数を増やせるよう
に「チャレンジ　プラス　１,０００歩」
事業を健康づくり推進協議会と一緒に企画
しました。

まめにからだを動かすことが秘訣です！

歩かない、からだを使わないことからくる歩行不足が生活習慣病を引き起こす要因と
いわれています。

一般的に「運動」というとスポーツと思いがちですが、下の図のように、家事や育児
などの運動以外の生活活動も含まれます。歩行不足の解消には、この「生活活動」を増
やすことが秘訣です！日常生活の中でまめにからだを動かすことで、より楽しみながら
プラス１,０００歩にチャレンジしてみませんか？

Ｈ20年度 参加者の声

小泉今日子保健師の

ワンポイント

アドバイス！

甲州市民は歩行不足
みなさんは、自分が普段1日どのくらい
歩いているかご存知ですか？

4平成21年11月



チャレンジ
プラス

１,０００歩
■参加資格　　　　　

１８歳以上の市民もしくは市内在勤者

■実施期間　　　　　

平成22年1月11日（月）～2月21日（日）

■内　容

①個人・チームどちらでも参加できます。

②最初の１週間（1月1１日から1７日）は、万歩計を

付け普段の歩数を計ります。

③「②」で計った歩数に、１週間に７,０００歩をプ

ラスした「目標歩数」を決めます。

④目標歩数以上歩くようにこまめに体を動かす。

⑤１月１８日から２月２１日までの５週間の内、「目

標歩数」を４週間以上達成することを目指します。

達成者には万歩計をプレゼントします。

■申込方法　　

申し込み用紙を窓口に提出して下さい。

提出時に、歩数記録表をお渡しします。

※申込用紙は、市役所本庁・各地域総合局・塩山保

健福祉センターにあります。また、市のホームペー

ジからダウンロードできます。

※万歩計がない方には貸し出します。

■申込先  　　　　

・塩山保健福祉センター　　　　☎３３‐７８１１　

・健康増進課　保健予防担当　　☎３２‐５０１４

・勝沼地域総合局　市民福祉課　☎４４‐１１１１

・大和地域総合局　市民福祉課　☎４８‐２１１１

■締切日　

平成２２年１月８日（金）

■主　催　　　　　　　

甲州市・甲州市健康づくり推進協議会

◆お問合せ先　　　　　

健康増進課　成人担当（塩山保健福祉センター内)

☎３３‐７８１１

脳卒中が
疑われたら
一刻も早く
専門病院へ
脳卒中とは・・・

「脳卒中」にはいくつかの種
類がありますが、大きくは、
脳の血管がつまる「脳梗塞

（のうこうそく）」と、脳の血
管が破れて出血する「脳出血」
や「くも膜下出血」に分けら
れます。

脳卒中は、がん、心臓病に次いで日本における
死因の第３位となっています。

さらに、「寝たきりになる原因」の３～４割が脳
卒中などの脳血管疾患です。

時を逸すると脳は損傷する

脳卒中による命の危険を防ぎ、後遺症を軽くす
るには、早期発見・早期治療が大切です。

まずは早期発見のために、脳卒中の症状をよく
知って下さい。

そして、高血圧をはじめとする危険因子の管理
のために、定期的に健康診断を受け、万一発病し
たらただちに救急車を呼んで、専門病院で受診し
ましょう。

脳卒中を予防するための十か条
予防に勝る治療はありません！

１　手始めに　高血圧から　治しましょう
２　糖尿病　放っておいたら　悔い残る
３　不整脈　見つかり次第　すぐ受診
４　予防には　タバコを止める　意思を持て
５　アルコール　控えめは薬　過ぎれば毒
６　高すぎる　コレステロールも　見逃すな
７　お食事の　塩分・脂肪　控えめに
８　体力に　あった運動　続けよう
９　万病の　引き金になる　太りすぎ　
10  脳卒中　起きたらすぐに　病院へ

◆日本脳卒中協会◆

脳卒中では以下の症状が突然起こります

・体の片側がしびれる。手足に力が入らない。
・突然、激しい頭痛が起こる。
・物が二重に見える。視野の半分が見えない。
・足がもつれて歩けない。
・ろれつが回らない。言葉が出ない、理解できない

このような症状が出たらすぐに・・・

119番か専門病院へ

5 広報こうしゅう



住
宅
手
当
の
支
給
対
象
者

支
給
申
請
時
に
、
次
の
要
件
全

て
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

①
２
年
以
内
に
離
職
し
た
方

②
離
職
前
に
、
自
ら
の
労
働
に
よ

り
賃
金
を
得
て
主
と
し
て
世
帯
の

生
計
を
維
持
し
て
い
た
方

③
就
労
能
力
及
び
常
用
就
職
の
意

欲
が
あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
へ

求
職
申
し
込
み
を
行
う
方

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
又
は

喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

※
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

は
、
次
の
⑤
及
び
⑥
の
要
件
に
該

当
し
、
賃
貸
住
宅
等
に
入
居
し
て

い
る
方

⑤
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
方
。

一
時
的
な
収
入
が
あ
る
場
合
に

は
、
生
計
を
一
と
す
る
同
居
の
親

族
の
収
入
の
合
計
が
次
の
金
額
以

下
で
あ
る
こ
と

・
単
身
世
帯
　
　
８
万
４
千
円

・
複
数
世
帯
　
１
７
万
２
千
円

⑥
生
計
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族

の
預
貯
金
の
合
計
が
次
の
金
額
以

下
で
あ
る
こ
と

・
単
身
世
帯
　
　
　
５
０
万
円

・
複
数
世
帯
　
　
１
０
０
万
円

⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
等
に
対

す
る
雇
用
施
策
に
よ
る
貸
付
又
は

給
付
（
就
職
安
定
資
金
融
資
、
訓

練
・
生
活
支
援
給
付
、
自
治
体
が

実
施
す
る
類
似
の
貸
付
又
は
給
付

等
を
受
け
て
い
な
い
方
。

な
お
、
手
当
支
給
期
間
中
は
、

常
用
就
職
に
向
け
た
就
職
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
宅
手
当
を
受
け
る
に
は

●
住
宅
手
当
の
支
給
を
希
望
さ
れ

る
方
は
・
・
・

①
住
宅
手
当
担
当
窓
口
へ
出
向

き
、
制
度
等
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
す
。

②
「
離
職
関
係
書
類
等
証
明
書
類

を
添
え
て
「
住
宅
手
当
支
給
申
請

書
」
を
提
出
し
ま
す
。

●
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
の
場

合
は
・
・
・

①
不
動
産
媒
介
業
者
等
に
赴
き
、

入
居
希
望
住
宅
を
探
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

②
審
査
の
後
「
住
宅
手
当
支
給
対

象
者
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

③
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、
不
動

産
媒
介
業
者
等
に
お
い
て
住
居
の

賃
貸
借
契
約
を
結
び
、
入
居
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

④
契
約
書
の
写
し
等
必
要
書
類
を

提
出
後
、
「
住
宅
手
当
支
給
決
定

通
知
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

⑤
申
請
を
行
っ
た
自
治
体
よ
り
入

居
住
宅
の
貸
主
等
に
、
住
宅
手
当

が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

再
　
就
　
職

新たなセーフティーネット

仕事と住居を同時に失った方 失業期間が長期な方 職業訓練の受講者

つなぎ資金貸付

就職安定
資金融資

就職活動
困難者支援事業

長期
失業者支援事業

訓練・生活
支援給付

離職者　雇用保険による失業給付

上記支援の対象とならない離職者つなぎ資金貸付

生活福祉資金
（総合支援資金）貸付

住宅手当
緊急特別措置事業 ＋

平成２１年１０月より、離職者であって就労

能力及び就労意欲のある者のうち、住宅を喪失

している者又は喪失するおそれのある者を対象

として、６ヶ月間を限度として住宅手当を支給

するとともに、住宅確保・就労支援員による就

労支援等を実施し、住宅及び就労機会の確保に

向けた支援を行います。

※手当ての支給額は地域ごとに上限額が設定さ

れます(生活保護の住宅扶助特別基準に準拠)

住宅手当緊急
特別措置事業
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住
宅
の
初
期
費
用
お
よ

び
生
活
支
援
へ
の
対
応

賃
貸
住
宅
の
契
約
を
行
う
際

に
は
敷
金
・
礼
金
等
の
い
わ
ゆ
る

「
初
期
費
用
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
「
初
期
費
用
」
へ
の
対
応
が

困
難
な
方
や
生
活
費
が
必
要
な
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
「
生
活
福
祉
資
金(
総
合

支
援
資
金)

」
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
生
活
福
祉
資
金

（
総
合
支
援
資
金)

継
続
的
な
生
活
相
談
・
支
援

(

就
労
支
援
等)

と
併
せ
て
、
生
活

費
及
び
一
時
的
な
資
金
を
貸
し
付

け
、
生
活
の
立
て
直
し
を
支
援
す

る
た
め
の
貸
付
け
で
す
。

・
住
宅
入
居
費
　
４
０
万
円
以
内

・
生
活
支
援
費

２
人
以
上
世
帯
／
月
２
０
万
円

以
内
（
単
身
１
５
万
円
以
内
）

※
最
長
１
年
間

・
一
時
生
活
再
建
費６

０
万
円
以
内

※
貸
付
利
子：

連
帯
保
証
人
を
立

て
る
場
合
は
無
利
子

※
連
帯
保
証
人
を
立
て
な
い
場
合

は
年
１．

５
％

住
宅
手
当
支
給
ま
で
の

生
活
費
が
必
要
な
方

住
宅
手
当
を
受
給
す
る
ま
で
の

間
の
生
活
費
が
必
要
な
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付
け

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付

公
的
給
付
等
に
よ
る
支
援
を
受

け
る
ま
で
の
間
の
当
面
の
生
活
に

要
す
る
費
用
の
貸
付

（
１
０
万
円
以
内)

※
貸
付
利
子：

無
利
子
、
連
帯
保

証
人
不
要

そ
の
他
の
雇
用
施
策
等

の
概
要

●
就
職
安
定
資
金
融
資

事
業
主
都
合
（
解
雇
・
雇
用
期

間
満
了
に
よ
る
雇
止
め
）
に
よ
る

離
職
者
の
う
ち
、
離
職
に
伴
い
住

居
喪
失
状
態
と
な
っ
て
い
る
方
に

対
し
て
、
住
宅
入
居
初
期
費
用
等

の
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
住
居
と
安
定
的
な
就
労
機
会

が
円
滑
に
確
保
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
た
め
の
融
資
で
す
。

①
住
宅
入
居
初
期
費
用

貸
付
上
限
額
　
　
　
５
０
万
円

②
家
賃
補
助
費

貸
付
上
限
額
　
　
　
３
６
万
円

※
６
万
円
×
６
月

③
生
活
・
就
職
活
動
費

貸
付
上
減
額
　
　
１
０
０
万
円

●
訓
練
・
生
活
支
援
給
付

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方

が
、
対
象
の
職
業
訓
練
を
受
講
す

る
場
合
、
主
た
る
生
計
者
に
対
し

て
、
訓
練
期
間
中
の
生
活
費
を
給

付
を
し
ま
す
。

・
単
身
の
方
　
　
１
０
万
円
／
月

・
扶
養
家
族
を
有
す
る
方

１
２
万
円
／
月

◆
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
先

・
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
　

福
祉
介
護
課

☎
32
‐
５
０
７
３

・
総
合
支
援
資
金
融
資
　
　
　
　
　
　

・
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
　
　

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32
‐
３
２
８
８

・
就
職
安
定
資
金
融
資
　
　
　
　
　
　

・
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
　
　
　
　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
山
　
　
　

☎
33
‐
８
６
０
９

甲州市では、平成１８年度から児童生徒の習熟度
に応じた学習活動のサポートを行う学習支援講師と
学校生活で介助などを行う特別支援員を配置し健や
かな学校生活が過ごせるよう子ども支援スタッフ設
置事業を実施しています。

なお一層の特別支援体制を強化

時代の変化を捉え、対象者の増加や学校要望など
を踏まえ、１０月から緊急雇用創出事業を活用して、
学習支援講師（５名）、特別支援員（１名）を増員
し、なお一層の支援体制の強化を図りました。現在、
１９名の支援体制により、子どもたちの習熟度の向
上や充実した指導が可能になりました。

（写真：内田さん　塩山南小)

■平成２１年度甲州市子ども支援スタッフ
・学習支援講師

①内田　和子さん（塩山南小学校　週１８時間）
②白川貴美子さん（塩山北小学校　週１８時間）
③梶原　裕子さん（奥野田小学校　週１８時間）
④吉沢　芳子さん（大藤小学校　　週１８時間）
⑤甘利　英里さん（玉宮小学校　　週１０時間）

（大和小学校　　週　８時間）
⑥塩澤　美希さん（井尻小学校　　週１８時間）
⑦小林　由美さん（勝沼小学校　　週１８時間）
⑧松宮　説子さん（祝小学校　　　週１８時間）
⑨雨宮　葉子さん（東雲小学校　　週１８時間）
⑩川崎江里子さん（菱山小学校　　週１０時間）

（勝沼中学校　　週　８時間）
⑪小泉　洋子さん（塩山中学校　　週１８時間）
⑫築城　見佳さん（塩山中学校　　週１８時間）
⑬渡邉　博恵さん（塩山北中学校　週１８時間）
⑭雨宮久仁子さん（松里中学校　　週１８時間）

・特別支援員
①中村　由美さん（塩山南小学校　週１８時間）
②佐々木教恵さん（塩山北小学校　週１８時間）
③向山　節子さん（松里小学校　　週１５時間）
④早川　恵子さん（東雲小学校　　週１８時間）
⑤武田　亮子さん（大和小学校　　週１８時間）

甲州市子
ども支援
スタッフ

６名を増員
19名の体制
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◆
わ
た
し
の
要
望
・
・

く
ろ
が
ね
や
西
交
差
点

矢
印
信
号
の
設
置
を

塩
山
市
民
病
院
前
の
通
り
は
多

く
の
大
型
店
が
出
店
し
、
交
通
量

が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は

く
ろ
が
ね
や
塩
山
店
西
の
Ｔ
字
交

差
点
は
矢
印
の
信
号
が
な
い
た
め

渋
滞
に
加
え
て
赤
信
号
で
も
む
り

や
り
曲
が
る
車
が
あ
り
、
接
触
事

故
や
ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
の
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
、
危
険
な
交
差
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
や
買
い
物
等
に
行
く

と
き
に
、
交
差
点
を
安
全
に
通
行

で
き
る
よ
う
、
早
期
に
矢
印
信
号

の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す

が
…
。

（
塩
山
地
区
　
会
社
員
）

◆
答
え
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

ご
指
摘
の
Ｔ
字
交
差
点
は
昨

年
、
市
内
交
通
事
故
多
発
危
険
箇

所
と
し
て
、
矢
印
信
号
の
設
置
を

日
下
部
警
察
署
及
び
山
梨
県
警
交

通
規
制
課
に
要
望
を
い
た
し
ま
し

た
。審

査
及
び
設
置
を
行
う
山
梨
県

公
安
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年
度

完
成
を
予
定
し
て
い
る
、
Ｔ
字
交

差
点
か
ら
東
側
、
旧
４
１
１
号
線

ま
で
の
道
路
改
良
工
事
に
併
せ
て

矢
印
信
号
の
設
置
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
た
い

へ
ん
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち
下

さ
い
。

◆
わ
た
し
の
意
見
・
・

駅
～
ぶ
ど
う
の
丘
ル
ー
ト

分
か
り
や
す
い
案
内
標
識
に

ワ
イ
ン
好
き
な
友
人
の
女
性
グ

ル
ー
プ
で
東
京
か
ら
Ｊ
Ｒ
を
利
用

し
、
初
夏
の
勝
沼
を
訪
れ
ま
し
た
。

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
か
ら
、
ぶ
ど
う

畑
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
徒
歩

で
ぶ
ど
う
の
丘
を
目
指
し
た
の
で

す
が
、
案
内
標
識
が
小
さ
く
、
設

置
も
ま
ば
ら
で
、
初
め
て
歩
く
人

に
は
ル
ー
ト
が
判
り
難
く
ま
た
、

駅
の
待
合
所
も
閑
散
と
し
、
観
光

客
を
お
迎
え
す
る
ム
ー
ド
が
感
じ

ら
れ
ず
と
て
も
残
念
で
し
た
。

大
好
き
な
こ
の
産
地
を
も
っ
と

多
く
の
人
た
ち
に
訪
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

（
東
京
都
　
会
社
員
）

◆
答
え
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

駅
か
ら
ぶ
ど
う
の
丘
ま
で
の
案

内
標
識
に
つ
き
ま
し
て
は
、
設
置

箇
所
や
サ
イ
ズ
等
の
調
査
を
し
、

分
か
り
や
す
い
も
の
へ
と
付
け
替

え
を
い
た
し
ま
し
た
。

駅
の
待
合
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
観
光
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

雰
囲
気
を
醸
し
出
せ
る
よ
う
Ｊ
Ｒ

と
協
議
を
し
て
改
善
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マイタウン◆　　◆ひろば

市
長
へ
の
手
紙
は
市
内
14
ヶ
所
の
公
共
施
設
に
設
置
を
し
て
い
る
ほ
か

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
メ
ー
ル
で
送
信
が
で
き
ま
す
。

市長への手紙から

抜粋・要約

自
分
の
「
ふ
る
さ
と
」
に
貢
献

し
た
い
、
自
分
と
関
わ
り
が
深
い

地
域
を
応
援
し
た
い
、
と
い
う
気

持
ち
を
形
に
す
る
仕
組
み
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
制
度
｣
が

創
設
さ
れ
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
20

年
度
中
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
、

19
名
の
方
か
ら
総
額
８
１
４
万
円

も
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
も
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

市
で
は
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

寄
附
を
寄
附
者
の
指
定
さ
れ
た
使

途
ご
と
に
基
金
と
し
て
積
み
立

て
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
よ
り
多
く
の

皆
様
に
甲
州
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、
市
外

に
お
住
ま
い
の
お
知
り
合
い
の

方
々
へ
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

◆
お
問
合
せ
先

政
策
秘
書
課

政
策
・
調
整
担
当

☎
32
‐
５
０
６
４

ふ

る

さ

と

納

税

寄

附

制

度

へ

の

ご

協

力

を

■
甲
州
市
に
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
寄
附
金
の
使
い
道

・
豊
か
な
自
然
の
保
護
と
美
し

い
景
観
形
成
の
た
め
の
事
業

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
果
樹

園
交
流
推
進
の
た
め
の
事
業

・
地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
の
事

業・
誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に
暮

ら
す
こ
と
の
出
来
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
事
業

■
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
制
度
…

地
方
公
共
団
体
（
都
道
府
県

や
市
町
村
）
に
対
し
て
寄
付
を

行
っ
た
場
合
、
５
、
０
０
０
円

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個

人
住
民
税
の
概
ね
１
割
を
限
度

と
し
て
、
寄
附
さ
れ
た
金
額
分

が
控
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

寄
附
さ
れ
る
方
は
、
指
定
さ

れ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
予
め

そ
の
使
途
を
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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甲州市長選挙
甲州市議会議員一般選挙

投票日は11月15日(日)です
投票時間は午前７時から午後８時

【期日前投票】
・期間　11月9日（月）～14日（土）午前８時３０分～午後８時
・場所　甲州市役所本庁舎第３会議室・勝沼防災センター・大和地域総合局

※次の投票区は異なります
塩山第１２投票区（午後６時まで)・塩山第１３投票区（午後６時まで）
大和第　２投票区（午後７時まで)・大和第　３投票区（午後６時まで）

甲州市長選挙・甲州市議会議員一般選挙公報補完場所
（11月12日～）

塩山市民病院、勝沼病院、山梨中央銀行市内各支店、甲府信用金庫塩山支店、山梨信用金庫塩

山支店、山梨県民信用組合市内各支店、ＪＡフルーツ山梨市内各支所、市内各郵便局、甲州市

役所各庁舎、市民文化会館、老人福祉センター、大藤診療所、交流保養センター、ぶどうの丘

・塩山第 １投票区　塩山北公民館
・塩山第 ２投票区　山梨県立産業技術短期大学校

・塩山第 ３投票区　甲州市役所本庁舎
・塩山第 ４投票区　塩山南小屋内運動場
・塩山第 ５投票区　塩山西公民館
・塩山第 ６投票区　塩山東公民館
・塩山第 ７投票区　奥野田小学校屋内運動場
・塩山第 ８投票区　大藤小学校屋内運動場
・塩山第 ９投票区　神金公民館
・塩山第10投票区　下小田原区集会所
・塩山第11投票区　神金第６区集会所
・塩山第12投票区　東京都水源管理事務所

落合出張所
・塩山第13投票区　一ノ瀬出張診療所
・塩山第14投票区　玉宮小学校屋内運動場
・塩山第15投票区　平沢共撰所
・塩山第16投票区　井尻小学校屋内運動場
・塩山第17投票区　松里小学校屋内運動場
・塩山第18投票区　下柚木公会堂

・勝沼第 １投票区　勝沼第４区集会所
・勝沼第 ２投票区　勝沼防災センター
・勝沼第 ３投票区　等々力自治公民館
・勝沼第 ４投票区　祝小学校屋内運動場
・勝沼第 ５投票区　フルーツ山梨農協

上岩崎出荷所 憩いの家
・勝沼第 ６投票区　休息自治公民館
・勝沼第 ７投票区　山区公民館
・勝沼第 ８投票区　東雲保育所
・勝沼第 ９投票区　綿塚公民館
・勝沼第10投票区　菱山営農センター

・大和第 １投票区　大和ふるさと会館
・大和第 ２投票区　田野集会所
・大和第 ３投票区　大和小学校天目分校

◆お問合せ先　甲州市選挙管理委員会事務局　☎３２‐５０４１

甲州市長選挙・甲州市議会議
員一般選挙の投票区・投票所

市民生活課からのお知らせ

甲州市長選挙及び甲州市議会議員一

般選挙の投票日（11月15日）は、住民

基本台帳カードによる証明書自動交付

機の利用をお休みします。（本庁舎が投

票所となり入場制限を行うため）
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収
穫
の
喜
び
と
感
謝
を
表
す

か
つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う
ま
つ
り

秋
の
ぶ
ど
う
郷
を
彩
る
第
56
回
甲

州
市
か
つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う
ま
つ
り
が
、

10
月
３
日
に
中
央
公
園
広
場
を
メ
ー

ン
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

雨
天
の
な
か
始
ま
っ
た
祭
り
は
、

ぶ
ど
う
の
収
穫
祭
と
し
て
歴
史
と
伝

統
の
想
い
が
通
じ
、
午
後
に
は
秋
晴

れ
に
恵
ま
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、

ぶ
ど
う
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
や
ワ
イ
ン

の
飲
み
放
題
な
ど
、
多
彩
な
催
し
を

存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

鳥
居
焼
き
は
、
夜
空
い
っ
ぱ
い
に
輝

き
、
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

盛
大
に
開
催

甲
州
市
お
よ
っ
ち
ょ
い
祭
り

10
月
18
日
、
旧
シ
ル
ク
駐
車
場
を

メ
ー
ン
会
場
に
第
４
回
甲
州
市
お
よ

っ
ち
ょ
い
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祭
り
に
は
２
万
人
を
超
え
る
方
が

訪
れ
、
恒
例
の
よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
踊
り

や
ち
び
っ
こ
ス
テ
ー
ジ
、
じ
ょ
い
そ

ー
ら
ん
な
ど
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
よ
っ
ち
ょ
い
上
棟
式
で

は
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
ま
か
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
小
さ
い
子
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
多
数
集
ま
り
、
両
手
い

っ
ぱ
い
に
品
物
を
抱
き
か
か
え
る
な

ど
、
１
日
を
通
じ
て
十
分
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
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第62回山梨県体育祭り
８月２３日から各会場で熱戦が繰り広げ

られてきました、第６２回山梨県体育祭り

は９月２０日をもって終了しました。

甲州市は、各競競技とも奮闘し、男子８

位・女子５位で、総合では入賞圏内の６位

となりました。

また、ハンドボール競技男子が優勝、バ

レーボール女子も初優勝となりました。

※バレーボール女子は６２回の歴史で初の

優勝となる

■市の部得点表（総合）

１位　甲府市 １９２．５点

２位　笛吹市 １６９．０点

３位　都留市　　　　１２３．０点

４位　甲斐市　　　　１２３．０点

５位　南アルプス市　１２１．０点

６位　甲州市　　　　１０２．０点

奥
山
眞
佐
子
ひ
と
り
芝
居

樋
口
一
葉
の
世
界

女
性
初
の
紙
幣
肖
像
画
で
あ
る
「
樋
口
一
葉
」
。
代
表
作

「
ゆ
く
雲
」
で
は
、
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
両
親
の
故
郷
、
中
萩

原
村
（
甲
州
市
）
の
風
景
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

10
月
22
日
、
地
域
文
化
芸

術
振
興
プ
ラ
ン
事
業
に
よ
り

市
民
文
化
会
館
で
女
優
の
奥

山
眞
佐
子
さ
ん
が
明
治
の
文

豪
で
あ
る
一
葉
が
最
後
に
書

い
た
作
品
「
わ
れ
か
ら
」
を

ひ
と
り
芝
居
と
し
て
表
現
し

た
舞
台
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

奥
山
さ
ん
が
演
じ
る
表
現

に
、
訪
れ
た
約
６
０
０
名
の

観
覧
者
は
、
１
０
０
年
を
か

け
て
両
親
の
故
郷
の
甲
州
市

へ
訪
れ
た
よ
う
に
見
え
て
い

ま
し
た
。

市役所本庁舎移転改修

テナント募集
甲州市では、市役所本庁舎移転改修に伴

い、新本庁舎の地下１階に商業スペースを

設け、来庁者や近隣の方々の利便性を図る

とともに、賑わいの創出を目指し入居テナ

ントを募集します。

■申込期間

11月16日（月）～12月16日（水）

■申込方法

必要書類などの詳細については甲州市の

ホームページからダウンロードをしていた

だくか、または管財課までお問い合せ下さ

い。

◆お問合せ先

管財課　☎３２‐５０６０

初優勝した甲州市バレーボール女子チーム

今月のピカイチ・フォト！
熊野神社例大祭「ヤッコラ」

１０月１１日、熊野神社例大祭が行われました。戦国
時代から水防祈願としての御幸行列は、江戸時代中期か
らは安産や子宝に恵まれる願掛けをするなど、地域住民
によって現在まで大切に伝承をしてきました。当日は、
熊野地域の女性が作った約３００個の「ほうこうじ」を
手に入れると子宝に恵まれるということから、多くの観
客が奪い合っていました。
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ご
み
の
野
外
焼
却
は
法
律
に
よ
り
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
）
野
外
焼
却
を
す
る
と
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
汚
染
を
は
じ
め

と
す
る
大
気
汚
染
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
煙
や
悪
臭
、
飛
灰
な
ど
は
周
辺

や
近
所
の
方
に
も
迷
惑
な
行
為
と
な
り
ま

す
の
で
、
安
易
な
ご
み
の
焼
却
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

た
だ
し
、
例
外
と
し
て
落
ち
葉
焚
き
、

農
作
業
で
出
た
剪
定
枝
等
の
焼
却
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
近
所

に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
風
向
き

等
に
注
意
を
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
家
庭
内
の
ご
み
は
市
の
基
準
に

従
い
分
別
し
て
、
必
ず
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
合
せ
先

峡
東
林
務
環
境
事
務
所
　
環
境
課

☎
20
‐
２
７
３
９

環
境
課
　

☎
33
‐
４
４
０
４

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

・
犬
の
放
し
飼
い
は
、
飼
い
犬
の
知
ら
な

い
場
所
で
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、

農
作
物
な
ど
に
も
危
害
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
絶
対
し
な
い
で
下
さ
い
。

ま
た
、
犬
の
夜
間
、
早
朝
に
放
す
こ
と
も

し
な
い
で
下
さ
い
。

・
野
良
猫
と
の
区
分
を
す
る
た
め
、
首
輪

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
野
良
猫
に
は
、
食
べ
物
を
与
え
な
い
で

下
さ
い
。
食
べ
物
を
与
え
る
と
、
住
み
つ

き
野
良
猫
が
増
え
、
ご
み
置
き
場
を
荒
ら

す
な
ど
、
近
所
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

環
境
課
　
　
☎
33
‐
４
４
０
４

ね
こ
と
上
手
に
つ
き
あ
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
、
お
気
軽
に
参
加
下
さ
い
。

■
日
　
時

12
月
５
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

■
場
　
所

笛
吹
市
立
図
書
館
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

※
石
和
町
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
隣
り

■
講
　
師
　
加
藤
　
由
子
さ
ん

ヒ
ト
と
動
物
の
関
係
学
会
の
理
事
で
あ

り
、
動
物
行
動
学
の
専
門
家
で
、
動
物
に

関
す
る
た
く
さ
ん
の
本
や
エ
ッ
セ
イ
を
執

筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
主
な
著
作

「
ネ
コ
好
き
が
気
に
な
る
50
の
疑
問
」

（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
な
ど
多
数

■
犬
や
ね
こ
と
暮
ら
し
て
い
る
あ
な
た
へ

家
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
犬
や
ね
こ
を
よ

く
見
か
け
る
と
同
時
に
、
悲
惨
な
事
故
死

も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

峡
東
保
健
所
　
衛
生
課

☎
20
‐
２
７
５
１

■
こ
さ
切
り
を
し
ま
し
ょ
う

自
分
の
家
や
畑
な
ど
に
あ
る
、
ぶ
ど
う

の
枝
や
植
木
な
ど
の
枝
が
伸
び
、
隣
の
家

や
道
路
に
は
み
出
し
、
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
せ
ん
か
？

こ
さ
切
り
と
は
、
道
路
に
は
み
出
し
、

通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
枝
な
ど
を
切

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
公
共
用
地
や
隣
地

に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
隣
近
所

で
話
し
合
い
、
こ
さ
切
り
を
行
う
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

■
ぶ
ど
う
の
「
か
さ
紙
・
防
虫
袋
」
は
ま

と
め
て
処
理
し
ま
し
ょ
う

収
穫
を
終
え
た
畑
の
ぶ
ど
う
の
「
か
さ

紙
・
防
虫
袋
」
が
風
で
舞
い
、
道
路
や
住

宅
の
庭
な
ど
に
散
乱
し
ま
す
。
特
に
、
河

川
等
に
詰
り
、
道
路
に
水
が
流
出
し
、
交

通
を
妨
げ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
は
、
収
穫
後
の
か
さ

紙
や
防
虫
袋
は
、
ま
と
め
て
片
付
け
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

農
林
商
工
課
　
☎
44
‐
１
２
０
５

建
設
課
　
　
　
☎
32
‐
５
０
７
１

■
罰
則
規
定
　

懲
役
５
年
以
下
、
も
し
く
は
１
０
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

法
律
に
よ
り
禁
止
で
す

犬
の
放
し
飼
い
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

農
林
商
工
課
、
建
設
課
か
ら

皆
さ
ん
へ
お
願
い

適正な農地の管理
に心掛けましょう
耕作放棄された農地は、雑草等が繁茂

し、火災や獣被害の温床になるだけでな
く、周囲の農地や宅地等への病虫害の原
因にもつながります。周囲の環境に影響
を及ぼさないよう農地の適正な管理に心
がけましょう。

また、果樹枝などが道路や隣地にはみ出して、通行などの迷惑にな
らないよう、隣近所で話し合い、こさ切りを行うようにしましょう。

■甲州市農業委員会■

山
梨
県
動
物
適
正
飼
養
講
習
会

「
ね
こ
の
飼
い
方
教
室
」
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市では、近年増加する耕作放棄地を解消していく

ため、「甲州市地域耕作放棄地対策協議会」を設立し

ました。荒れた農地を引き受けて、営農を再開して

いただく方には、再生作業や土壌改良、施設整備等

に対する交付金が受けられますので、ぜひご活用下

さい。なお、支援をご希望の方は、協議会事務局ま

で事前にご相談下さい。

■対象者

耕作放棄地を「農地銀行」等により借り受け、又

は農地法により買い受けて、再生後５年間以上耕作

を継続する農業者、または法人。

※生前一括贈与など家族間での権利移動は除く

■対象農地

甲州市内に所在する農地（農振農用地に限る）

■実施年度　平成２１年度～２５年度

※右表①再生作業に対する支援は平成２３年度まで

■申請先　　甲州市地域耕作放棄地対策協議会

（勝沼庁舎１階）

◆お問合せ先　甲州市地域耕作放棄地対策協議会

事務局 農林商工課 ☎４４‐１２０５

再生、営農を支援します！

耕作放棄地 耕作放棄地再生利用交付金
●支援概要

耕作放棄地を再生活用する借り手側、買い手側

に抜根・整地などに要する経費の支援をします。

●交付金額

①再生作業（障害物除去、深耕、整地）に対する

支援

荒廃の程度に応じ１０a当り次のとおりです。

・作業にかかる費用が６～１０万円の場合

→補助額３万円

・作業にかかる費用が１０万円を超える場合

→補助額５万円

・荒廃程度が大きく重機等を用いて行なう費用が

１０万円以上の場合　　→総費用の１/２補助

②土壌改良に対する支援

１０a当り２万５千円（最大２年間）

③営農定着に対する支援

１０a当り２万５千円（１年間）苗木購入など

④農業用施設等に対する支援

（補助率１／２）用排水施設、鳥獣被害防止施設、

果樹棚等の整備

近
年
、
暴
風
雨
や
降
雹
に
よ
る
災
害
に

よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

近
年
の
災
害
状
況
を
踏

ま
え
、
経
営
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
果
樹
共
済
の
必

要
性
は
年
々
重
要
性
を

増
し
て
き
て
い
ま
す
。

果
樹
共
済
は
自
然
災

害
等
に
よ
る
果
実
の
減
収
を
補
て
ん
し
、

農
家
経
営
を
守
る
災
害
補
償
制
度
で
す
。

市
で
は
、
安
心
し
た
農
業
経
営
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
共
済
掛
金
の
30
％
を

加
入
助
成
金
と
し
て
補
助
を
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

農
林
商
工
課
　
果
樹
農
林
担
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
２
０
５

Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合

営
農
販
売
部
　
☎
32
‐
６
５
２
６

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
中
央
　
本
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
５
‐
２
６
６
‐
４
４
１
１

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
中
央
　
山
梨
支
所

☎
22
‐
５
０
５
６

峡
東
地
区
（
甲
州
市
、
山
梨
市
、
笛
吹
市
）

で
就
農
を
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に
就
農
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

事
前
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

・
甲
州
市
・
山
梨
市
に
就
農
予
定
の
方

11
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

東
山
梨
合
同
庁
舎
　
１
０
１
会
議
室

・
笛
吹
市
に
就
農
予
定
の
方

11
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

笛
吹
市
役
所
　
３
階
　
第
１
会
議
室

■
内
　
容

就
農
、
営
農
に
対
す
る
質
問
、
相
談
に

個
別
に
応
じ
ま
す
。

就
農
支
援
制
度
の
紹
介
、
農
地
確
保
の

相
談
、
栽
培
技
術
等
の
相
談
　
等

■
対
象
者

・
退
職
後
、
峡
東
地
域
に
就
農
を
予
定
、

ま
た
は
希
望
し
て
い
る
方
（
農
家
後
継
者
、

新
規
参
入
者
等
）

・
そ
の
他
、
峡
東
地
域
に
就
農
を
希
望
す

る
方

■
締
切
日
　
11
月
19
日
（
木
）

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

峡
東
農
務
事
務
所
　
農
業
農
村
支
援
課

（
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
）

☎
20
‐
２
７
０
７
FAX
20
‐
２
７
０
９

果
樹
共
済
に
加
入
し
て
安
心
し
た

農
家
経
営
を

団
塊
世
代
等
を
対
象
と
し
た
就
農

相
談
会
の
開
催

■
す
べ
て
の
自
然
災
害
、
病
虫
害
、
鳥
獣

害
な
ど
に
よ
る
果
実
の
減
収
を
補
て
ん
す

る
場
合
・
・
・

半
相
殺
総
合
一
般
方
式
、
樹
園
地
単
位

短
縮
総
合
方
式

■
暴
風
、
ひ
ょ
う
、
凍
霜
害
に
よ
る
果
実

の
減
収
を
補
て
ん
す
る
場
合
・
・
・

樹
園
地
単
位
特
定
危
険
方
式

果
樹
共
済
に
は
次
の
と
お
り
の
制
度
が

あ
り
ま
す

13 広報こうしゅう




